
硯町一丁目自治会との意見交換会での参加者意見まとめ 

日 時：平成 23 年 8 月 5日（金）19:00～20:30 

場 所：船上中央会館 

参加者：硯町 1丁目自治会長・硯町 1 丁目住民 25名 

硯町自治会長・硯町 3 丁目住民 1 名・王子校区連合自治会長 

出雲市議会議員・尾倉市議会議員・明石市 7名 

１．これまでの市の進め方 

①現在の市の姿勢が当時と違い、中立なら当時の姿勢を訂正する誠意が必要。 

②住民密着が欠けているのではないか。 

 

２．意見交換会の今後の進め方 

①大道町と硯町 1 丁目自治会以外の地域で意見交換会を開催しないのか。 

②自治会で新駅設置に関して賛否の決を採った後に市と意見交換をするべき。 

③最終的には地域住民の問題なので、住民が答えを出さないと前に進まない。 

④神戸市民と意見交換会をしてはどうか。 

 

３．方針の決定 

①周辺住民にとっては生活がかかっているので、白黒はっきりとした結論を出すべき。 

②これまで地域に全く話がなく、今後 3 か月程度で結果を出すとは何事だ。 

 

４．新駅の必要性 

①明石駅の再開発と新駅とどちらが優先か。 

②利便ばかり求めなくてもいいのではないか。 

 

５．新駅事業費 

①事業費は、当時と比べて安くなっているので、詳細に算出し、修正するべきではないか。 

②明石駅前の再開発と新駅設置の両方にお金を使うのは難しいのではないか。 

③他の新駅と違い、駅舎整備になぜ市税を使わなければならないのか疑問である。 

④市のほうから JR に 100％駅舎整備費用を持ってくれと言えないのか。 

 

６．地域への影響・新駅整備方法 

①新駅の中に託児所や ATM、市営駐車場など地域にメリットがあるものを作るべきだ。 

②新駅設置場所はまだ確定していないと考えていいのか。 

③新駅の音声案内などの騒音問題は、新駅を設置するかどうか決まった後の話だ。 

 

７．その他 

①新駅設置された場合、バスはどうなるのか。 

②明石駅の再開発では、新駅と共存共栄していこうという意見があるのではないか。 

③JR との覚書は、契約書みたいなものだし、不履行になれば民事訴訟になるのではないか。 

 

８．市会議員 

■出雲議員の考え方 

①皆さんの意見で右左を決めたいと考えている。 

■尾倉議員の考え方 

①地元の声がどうなのかということが大事だと思っている。 


